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富山湾におけるハゼ科魚類の記録蕊

南部久男'1．林公義窒

RecordsofGobiidFishesfromToyamaBay,theJapanSea

HisaoNambuandMasavoshiHavashi

ThirtvonespeciesofgobiidfisheswererecordedinToyamaBay，Threespecles

ZS/尊)〃"Sm叩P舵/",Iル0s/""0"/sandS"ﾉ7(g、加ﾉ｡/“〃,werenewlvrecordedinthe

JapanSea

富山湾のハゼ科魚類は、菊池(1931)、片山

(1940)、津田(1973)の富山湾産の魚類目録に

よると、それぞれ21種、25種、25種が記録さ

れている。また、鈴木(1966)は能登半島九十

九湾の魚類相の中で10種、富山湾近海では、

紬倉島の魚類相の中で松浦・新井(1986)が6

種を報告している。最近、富山市科学文化セ

ンターの収蔵目録第3号で、富山県の淡水及

び富山湾のハゼ科魚類30種が標本に基づいて

報告された(南部，1989)。

今回、この目録と前述の報告等を比較した

結果、富山湾での分布が初記録となるハゼ科

魚類が認められたので、過去の記録と合わせ

補訂した富山湾産ハゼ科魚類目録を発表する重

標本を寄贈頂き、文献について御教示いた

だいた富山県水産試験場、同土井捷三郎氏に

厚くお礼申し上げる。

富山湾のハゼ科魚類の記録

富山湾及び富山県の淡水域に分布するハゼ

科魚類として41種が記録されている(表l）。

繁殖期以外の成魚の主な生息域が汽水から沿

岸であるものを海産ハゼ科魚類とし、過去に

記録のあるものも含めると、富山湾には31種

＊富山市科学文化センター研究業績第89号

l）富山市科学文化センターToyamaScienceMuseum

2）横須賀市自然博物館YokosL1kaCityMuseum

11Q
土エLノ

のハゼ科魚類が分布する。ハナハゼ、イトヒ

キハゼ、アベハゼ、ヒゲハゼ、ニシキハゼ、

リュウグウハゼ、チャガラ、ヒモハゼ、シロ

クラハゼ、セジロハゼ、アカウオの11種は報

告されているが(表l）、著者らによる標本の

確認はされていない。南部(1989)は標本に基

づき19種の海産ハゼ科魚類を確認したが、そ

の中でクツワハゼ、ホシノハゼ、ヘビハゼ、

ヤミハゼの4種が南部(1989)以前の報告には

記録のない富山湾初記録種である。

富山湾初記録のハゼ科魚類

標本のデータは、採集場所、採集年月日、

個体数、富山市科学文化センター魚類標本登

録番号(ToyamaScienceMuseum-Pisces：

略号TOYA－Pi)、採集者の順に記す。和名、

学名は明仁親王他(1984)によった。

スズキ目PERCIFORMES

ハゼ科Gobiidae

l・クツワハゼハ/壇0〃"s“"ゆ6e"／

（JordanetSnyder）

富山市浜黒崎地先(水深15～18m)，19790802

1個体，TOYA-Pi-1758，富山県水産試験場
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2．ホシノハゼ疎噌0〃"s加sﾙ伽0"た

（Tanaka）

富山市浜黒崎地先(水深15～18m)，19790802

1個体，TOYA-Pi-l759，富山県水産試験場

3．ヘビハゼC〃“"0go〃"s〃”γ0ﾉm2"s

（JordanetSnyder）

氷見市島尾海岸流れ藻，19820528,2個体，

TOYA-Pi-l997・’998,南部久男

4．ヤミハゼSz""gzz血"伽“〃Jordanet

Snyder

富山市浜黒崎地先,19790803,1個体,TOYA

Pi-1999；氷見市阿尾地先,19790817,1個体，

TOYA-Pi-2000：氷見市阿尾地先，19790821

1個体，TOYA－Pi－2001；いずれも富山県水

産試験場採集．

クツワハゼ、ホシノハゼ、ヤミハゼは、い

ずれも富山湾沿岸の中央部にあたる富山市浜

黒崎地先の水深10m前後で採集されている。

これらの標本は、1979年5～8月に、富山県

水産試験場の調査により、富山市浜黒崎沿岸

の水深5～27mから、底曳網(網口4m)によ

り採集された標本である(土井，1980)。同調

査により採集されたハゼ科魚類は目録中でも

報告したが(南部，1989)、これら3種に加え、

スジハゼ2個体、ヒメハゼ5個体、シマハゼ

’個体、ニクハゼ6個体、アカハゼ，個体、

コモチジャコ19個体、サビハゼ7個体と多数

のマハゼの計''種のハゼ科に属する種が採集

されている。採集個体数がハゼ科魚類の生息

数をある程度反映していると考えれば、この

海域ではマハゼが優先し、今回確認されたク

ツワハゼ、ホシノハゼの生息数は、他のハゼ

科魚類に比べて極めて少ないと思われる。

クツワハゼ、ホシノハゼ、ヘビハゼの3種

は、日本の日本海沿岸側からの報告例はなく、
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日本海沿岸での初記録と思われる。ヤミハゼ

は、日本海では佐渡(本間・田村、1972)で記

録されている。

富山湾からの記録はないが、サツキハゼは

対馬(林他，1987)、能登半島の石川県輪島市

沿岸(南部，1989)とilh倉島(松浦･新井，1986）

から報告があり、現在のところ能登半島周辺

が日本海側の分布の北限と考えられる。また

イソハゼE〃oma6“(JordanetSnyder）も

富山湾からの記録はないが、舶倉島(松浦･新

井，1986)から報告されている。

佐渡島及び新潟県からは37種の海産及び淡

水産ハゼ科魚類が報告されており(本間・田

村，1972；本間他，1972；Honmaand

Kitami，1980：本間・水沢，1980：本間他，

1984)､大部分が富山湾産ハゼ科魚類と車復す

るが、イソハゼ、ミサキスジハゼPγjO/”is

加γ“s(Snyder)、シラヌィハゼC/どれOgoが"s

αO""Takagi､ﾆﾗﾐﾊゼHな/2m”加畑"s

伽？加"《s(Tomiyama)､コマハゼL"a0gひ〃"s

〃0”α(Snyder)、オオミミズハゼL"cどO〃"s

gm"αたAraiの6種は富山湾から未記録で

ある。

なお、最近シマハゼの分類学的再検討が行

われ、アカオビシマハゼTγ"“#垣eγかz‐

gwmc”〃α/"s（Gill）とシモフリシマハゼ

T？”g"Z唾γ6城“/α/αsSteindachnerの2種

が北海道から九州にかけて生息することが明

らかにされた(明仁・坂本，1989)。収蔵目録

第3号(南部，1989)で報告したシマハゼは全

てアカオビシマハゼと再同定された。
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富山湾のハゼ科魚類

表1富山湾及び富山県淡水産ハゼ科魚類目録
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Aは菊池(1931)、片山(1940)、津田(1973)からの引用による。全て共通する場合はAとし、共通しない場合は
それぞれA1，A2，A3とした。Bは松原(1955)によるもので、富山湾という記述があるか、それに近い場合、例

えば函館以南、という場合のみ引用した。Cは明仁親王他(1984)による。引用方法は、Bと同様である。Dは南
部(1989)、Eは鈴木(1966)による。Fは松浦・新井(1986)の紬倉島、Gは本間・田村(1972)の佐渡島である。＊

は海産ハゼ科魚類。※は純淡水産である。なお、和名、学名はすべて明仁親王他(1984)によった。l)南部(1989〉
以外の引用文献ではチチブとなっている。2)シマハゼの分類については明仁・坂本(1989)により2種に分けられ
たが（本文参照)、ここでは、各文献の記述をそのまま引用した。
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